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決算特集

議会が町のコトチェック

一般質問

議会の出前懇談会

議会レポート

高校生の声、中学生の声
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「議会とよとみ」はスマートフォンでも見られます

「神の使い白い鹿」　撮影者：能登屋将宏さん

読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。



令和４年度
決算

令和４年度
決算

歳出合計
64億

3135万円

議会費 5569万3777円

歳入合計
70億

3760万円

令和４年度
一般会計決算の内訳
令和４年度

一般会計決算の内訳

令和４年度一般会計決算額は
歳入が 70 億 3,760 万 953 円
歳出が 64 億 3,135 万 5,113 円
歳出歳入差引額が 6 億 624 万
5,840 円で、黒字決算となりま
した。

総務費
16億464万2515円

民生費
７億3414万4617円

衛生費
６億818万4691円

労働費 186万2914円

農林水産業費
8億4470万3386円

商工費
５億841万1551円

土木費
７億7417万815円

消防費
１億9979万6000円

教育費
３億6993万4978円

公債費
７億2980万9869円

交付金など
２億5250万6180円町債 3億5080万円

町税
５億4314万8079円

地方交付税
29億8510万円

繰越金など
15億9504万3294円

道支出金
５億4776万1321円

国庫支出金
７億6324万2079円

＊
用
語
解
説
＊

【
歳
出
】

総
務
費
▼
役
場
の
維
持
管
理
、

地
域
振
興
な
ど
に
関
す
る
お

金
民
生
費
▼
保
育
園
、
児
童
手
当
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
な

ど
に
関
す
る
お
金

衛
生
費
▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
ご

み
処
理
な
ど
に
関
す
る
お
金

土
木
費
▼
道
路
整
備
や
除
雪
な

ど
に
関
す
る
お
金

公
債
費
▼
町
債
の
返
済
に
関
す

る
お
金

【
歳
入
】

町
税
▼
住
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
の
税
金

地
方
交
付
税
▼
自
治
体
の
規
模

や
人
口
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
道
支
出
金
▼
事
業
に
対

し
て
国
や
北
海
道
か
ら
補
助

さ
れ
る
お
金

町
債
▼
事
業
を
行
う
た
め
に
借

り
た
お
金

64億3,135万5,113円を支出
一般会計 令和３年度より約2億9,721万円の増

　
令
和
５
年
９
月
５
日
か
ら
９
月
８
日

ま
で
の
４
日
間
に
お
い
て
、
９
月
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
１
名
の
議
員
が
登

壇
し
、
町
内
の
公
園
の
設
置
に
つ
い
て

具
体
的
な
時
期
を
示
す
よ
う
町
長
へ
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
１
件
の
条
例

改
正
、
１
件
の
規
約
変
更
、
６
件
の
補

正
予
算
案
、
２
件
の
選
任
同
意
、
３
件

の
報
告
の
ほ
か
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
１
件
の
条
例
改
正
、
３
件
の
意
見
書

案
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
９
件
の
令
和
４
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
全
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
認
定
さ
れ
た
決

算
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

こちらもご覧ください！

１日目
第３回議事日程

２日目

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

会　計　名 歳　入（収益） 歳　出（費用） 差引額

一 般 会 計 70億3760万953円 64億3135万5113円 6億624万5840円

国 保 事 業 会 計 6億3624万3976円 5億8554万3384円 5070万592円

後 期 高 齢 者 会 計 6338万9122円 6221万1389円 117万7733円

国 保 診 療 所 会 計 6億1462万6111円 5億5403万3719円 6059万2392円

簡 易 水 道 事 業 会 計 1億8120万2014円 1億5751万9365円 2368万2649円

下 水 道 事 業 会 計 2億4718万4909円 2億4183万3349円 535万1560円

介 護 保 険 会 計 5億679万6405円 4億8683万4917円 1996万1488円

介 護 サ ー ビ ス 会 計 737万5801円 678万4429円 59万1372円

ガ ス 事 業 会 計 5945万1755円 5401万778円 544万977円

合計 93億5387万1046円 85億8012万6443円 7億7374万4603円
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地区に住んでいる町民宅への
設置が進んでいないが、どのような状況なのか。

　
全ての地区ではないが、一部

地域に電波が受信できない場所があり、それに
より56世帯ほど設置に及んでいない。そのよう
な場所では、防災メールを発信して情報を届け
るようにしているが、今後は、戸別受信機に限ら
ず様々な方法で情報伝達ができるよう検討する。

令和４年度

決算
審査　町の予算は町長から提出された予算案を議

会で審査し議決されますが、その予算がどの
ように使われ、町へどのような効果が得られた
のかを調べるため、議会では決算についても
審査を行います。
　このページでは、決算審査中に議員から町
へ質問された内容をご紹介いたします。

決算審査とは？

務総
費

防災行政無線用戸別受信機設置事業

地区における
戸別受信機の設置状況は

小笠原委員長

危機対策係長

アライグマやエゾシカの出没が多
くなっていることから、駆除の拡大のためハンタ
ーの待遇を良くするべき。

　
町だけでなく国からの支援もいただ

きながら進めている事業であるが、有害鳥獣に
よる農作物への被害は多くなっているため、ハ
ンターの待遇やその他対策については新年度に
向けて検討する。

水農
費

有害鳥獣駆除委託事業

有害鳥獣駆除の
拡大に向けた対策を

大島委員

町　長

新たな民生委員の担い手を確保す
るため、民生委員の勉強会を開催するなど対応
が必要である。

　
平均年齢が上がっていることもあ

り、中には続けていくのも難しいといった声も一
部聞いている。現在の民生委員を交え、早い段
階で後任の方へ声掛けをするなど対応し、次の
任期の更新はスムーズに行えるよう努める。

生民
費

民生委員活動事業

民生委員の
担い手確保を

千葉議長

町民課長

共同福祉施設内に運動器具を設置
して100円ジムを運営しているが、町民の健康
増進に向けた施設利用促進を周知するべき。

　
運営当初より利用回数は増え

ているが、同じ人が利用している頻度が高く幅
広い層で使われているわけではない。町民に広
くPRできるような取り組みを検討する。

働労
費

共同福祉施設管理運営負担金

共同福祉施設の
利用状況は？

千葉議長

商工観光課長

現在の消防団員の人数で消火活動
や演習に支障はないか。

　
年間行事については現在の人数で

こなせているが定員は満たしておらず、サイレ
ンが鳴った際に団員全員が出動できるわけでは
ないため、火災の規模によっては人は足りなく
なる。

防消
費

豊富消防団運営経費

消防団の充足率は

千葉議長

消防主幹

新型コロナウイルス感染対策
に係る交付金を使い運用している事業もあるが、
５類に移行し、補助金が交付されなくなった際は
どのように対応していくのか。

　
コロナに限らず電気料金や物価高騰

など様々な問題がある中で、住民生活や地域産
業が困難な状況になった場合は町として対応を
考える。

のそ
他

新型コロナウイルス対策事業

コロナ交付金を使用
した事業の今後の対応は

小笠原委員長

副町長

▲火・水・金９時-17時（12時-13時を除く）、月・
木９時-21時（12時-13時、17時-19時を除く）に
おいて100円ジムが予約なしで利用できます。

▲毎週月曜日のお昼に音楽を流し戸別受信機
の動作確認を実施しています。

　令和４年度決算においては、新型コロナウイルス感染症の影響は
小さくなり経済活動が活発化するなか、ウクライナ情勢や円安等の
影響で、燃油をはじめ様々な物価が高騰し、人口の減少による働き
手不足、所得環境の悪化など、地方自治体に対する経済環境はます
ます厳しい状況下にあります。
　今後も税や、使用料負担の公平性を保ち、適切な財源の確保に
努められ、行財政の効率的な執行により、健全財政が堅持されます
とともに、議会との対応を密にし、町民の付託に応えるため、より
一層の努力を期待するものであります。

予算決算常任委員長　小笠原　照美

予算決算常任委員長の審査報告
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町の
コト

チェ
ック

　豊富町議会では、豊富町で撮影した写真及びメッセージを募集します。ご応募いただいた中から選定し「議会
とよとみ」の表紙写真とさせていただきます。たくさんのご応募お待ちしております！
応募資格　豊富町の写真を撮影した方
募集内容　風景・人物問わず豊富町で撮影した写真と100文字以内のメッセージを募集します。笑顔になれる大

人・子どもの写真や、心癒される風景写真などお待ちしております！
　　　　　写真サイズはできるだけ大きく、JPG形式でお願いします。
募集期間　随時募集
応募方法　下記アドレスに、件名「議会とよとみ表紙写真」と記入し、本文にメッセージと連絡先（住所、氏名、

電話番号）を記入の上、写真を送付してください。
　　　　　gikaijimukyoku@town.toyotomi.hokkaido.jp

議会とよとみ表紙写真募集中！

豊
富
町
監
査
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

（
内
容
）
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
の

定
数
を
２
名
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
１
名

が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
に

選
任
す
る
も
の
。

　
任
期
は
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
９
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
と
す

る
。Q

任
期
は
残
任
期
間
で
は
な

い
の
か

　
任
期
途
中
で
の
辞
任
に
よ
る
欠
員
で

あ
っ
た
が
、
前
任
者
の
残
任
期
間
を
お

願
い
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

A
識
見
を
有
す
る
も
の
の
た

め
新
た
な
期
間
で
選
任
す

る

　
監
査
委
員
は
独
任
制
で
あ
り
、
ま
た
、

今
回
選
任
す
る
監
査
委
員
に
つ
い
て
は
、

識
見
を
有
す
る
も
の(

識
見
監
査
委
員)

の
た
め
残
任
期
間
は
関
係
な
く
、
新
た

に
４
年
間
任
期
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
。

A
廃
棄
は
し
て
い
な
い

　
接
種
率
は
１
０
０
％
で
は
な
い
た
め

余
剰
分
は
発
生
し
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ

ン
に
は
使
用
期
限
が
あ
る
た
め
廃
棄
は

ま
だ
し
て
い
な
い
。

豊
富
町
空
家
等
解
体
撤
去

事
業
補
助
金

（
内
容
）
豊
富
町
空
家
等
解
体
撤
去
事

業
補
助
金
の
申
請
が
１
件
あ
っ
た
た
め
、

一
般
会
計
補
正
予
算
と
し
て
50
万
円
を

計
上
。

Q
当
初
予
算
で
事
前
に
補
助

金
を
計
上
す
る
べ
き

　
町
民
か
ら
申
請
が
あ
っ
て
か
ら
補
正

予
算
を
計
上
す
る
と
補
助
金
を
交
付
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
当
初

予
算
で
計
上
し
、
迅
速
に
補
助
金
を
交

付
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
べ
き
。

A
今
後
は
前
年
度
の
実
績
を

踏
ま
え
年
度
当
初
か
ら
計

上
す
る

　
補
正
予
算
を
待
っ
て
い
て
は
時
間
が

か
か
る
た
め
、
今
後
は
前
年
度
の
実
績

も
踏
ま
え
、
年
度
当
初
か
ら
予
算
を
計

上
し
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
に
つ
い
て

（
内
容
）
令
和
５
年
６
月
26
日
よ
り
令

和
５
年
８
月
28
日
ま
で
12
歳
以
上
を
対

象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
春
開
始
接
種
）

を
実
施
。
実
施
期
間
中
は
集
団
接
種
を

１
回
、
個
別
接
種
を
９
回
実
施
し
た
。

Q
ワ
ク
チ
ン
は
廃
棄
し
て
い

る
の
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移

行
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
な
い
人
が
増
え
て
き
て
い
る

と
思
う
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
余
剰
分
が
発

生
し
た
場
合
、
当
町
で
は
廃
棄
す
る
な

ど
の
対
応
を
行
っ
た
の
か
。

　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算

案
等
は
、
総
務
産
業
常
任
委
員

会
・
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で

慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

　「
豊
富
町
は
ど
う
な
っ
て
い

く
？
私
た
ち
の
税
金
は
ど
ん
な

コ
ト
に
使
わ
れ
て
い
く
の
？
」

　
委
員
会
で
は
、
そ
ん
な
疑
問

を
解
消
す
る
た
め
議
員
か
ら
町

の
執
行
部
へ
様
々
な
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
ま
す
。

　
実
際
に
行
わ
れ
た
議
員
の
質

問
と
町
の
回
答
を
一
部
ご
紹
介

し
ま
す
。

る
。豊

富
町
内
に
お
け
る
風
力

発
電
事
業
計
画
に
つ
い
て

（
内
容
）
豊
富
町
、
稚
内
市
、
猿
払
村

を
事
業
実
施
想
定
区
域
と
す
る
「
（
仮

称
）
宗
谷
丘
陵
南
風
力
発
電
事
業
計

画
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
。

Q
風
力
発
電
で
作
ら
れ
た
電

気
は
町
内
に
供
給
さ
れ
る

の
か

　
今
回
新
た
に
計
画
さ
れ
た
風
力
発
電

事
業
に
よ
り
作
ら
れ
た
電
気
は
町
内
に

供
給
さ
れ
る
の
か
。

A
風
力
発
電
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
電
気
は
町
内
に
直
接

流
れ
な
い

　
今
回
の
新
た
な
事
業
計
画
に
お
い
て

も
、
現
時
点
で
は
豊
富
町
に
直
接
供
給

さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。Q

環
境
影
響
調
査
等
を
徹
底

し
て
ほ
し
い

　
事
前
の
住
民
説
明
会
等
で
は
報
告
さ

れ
て
お
ら
ず
、
風
車
が
設
置
さ
れ
て
か

簡
易
水
道
事
業
会
計

Q
水
道
料
金
改
定
の
見
通
し

は
？

　
漏
水
が
多
く
、
町
民
の
み
な
ら
ず
職

員
も
通
常
業
務
に
影
響
が
出
て
い
る
。

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
今
後
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
将
来
的
に
は
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
故
障
は
町
民
へ
の

影
響
が
大
き
い
た
め
、
将
来
に
向
け
て

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
、
現
在
は
物
価
高
騰
な
ど
に
よ

り
町
民
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
今
す

ぐ
取
り
組
む
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
と

考
え
る
。

ら
電
波
障
害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

環
境
影
響
調
査
を
徹
底
し
設
置
し
た
場

合
に
起
こ
る
問
題
は
事
前
に
町
民
へ
報

告
す
る
べ
き
。

A
調
査
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
す
る

　
設
置
後
に
電
波
障
害
等
が
起
こ
り
町

民
の
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

関
係
機
関
に
は
環
境
影
響
調
査
を
徹
底

し
、
住
民
説
明
会
を
行
う
よ
う
お
願
い

す
る
。
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　議員が町の事務の執行状況や将来の方針について町長などに説明・報告を求め、町が町

民のための適切な町政運営を行っているかを確認するものです。

　今回は１名の議員から一般質問が提出されたのでご紹介します。

・公園について

 一般質問の全文が記載されている会議録は、出来上がり次第HPにて公開しておりますの

で、ぜひご覧ください。

一般質問とは？

３番　竹中　隆浩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P９

HPはこちらから→
（議事結果等一覧）

議員が町政を問う

一般質問

2018.8.22.WIN.sakakibara

一
般
質
問

一
般
質
問

議員
公
園
は
学
生
か
ら
子
育
て
世
代
、
お

孫
さ
ん
の
い
る
方
な
ど
多
く
の
町
民

が
求
め
て
い
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
６
月
定
例
会

の
一
般
質
問
に
お
い
て
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、そ
の
際
に
再
々
質
問
で
伺
っ
た「
公

園
設
置
に
係
る
町
主
体
の
協
議
会
の
設
立
」

に
つ
い
て
明
確
な
答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
な

い
の
で
、
再
度
質
問
し
ま
す
。

答
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
竹
中
議
員

よ
り
令
和
５
年
６
月
定
例
会
に
お
い

て
一
般
質
問
を
い
た
だ
き
、
ま
た
８
月
９
日

に
、
豊
富
保
育
園
父
母
の
会
よ
り
ご
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
と
し
ま
し
て
は
様
々
な
ご
意
見

を
伺
う
た
め
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
協
議
会
委
員
の
人
選

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
議
員
ご
指
摘
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

協
議
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご

要
望
を
参
考
に
、
町
と
し
て
の
素
案
を
作
成

し
町
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
執
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議員
佐
々
木
誠
議
員
も
前
町
長
の
時
代
か

ら
公
園
の
必
要
性
を
訴
え
て
お
り
、

長
き
に
わ
た
り
議
論
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
一
歩
ず
つ
前
進
出
来
た
こ
と
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
協
議
会
で
検
討
さ
れ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
予
算
や
遊
具
の
設
置
位
置
な
ど
公

園
設
置
に
係
る
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
公
園
設
置
に
係
る
予
算
や
位
置
な
ど

は
、
今
後
協
議
会
を
設
立
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
９
月
の
中
旬
に
は
第
１
回
の
協
議
会

が
開
催
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
、
協
議

の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
今
年
度
中
に
は
、

公
園
の
構
想
に
つ
い
て
ま
と
め
上
げ
、
議
員

の
皆
様
に
ご
提
案
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

竹中　隆浩竹中　隆浩 議員 議員

公園設置に係る協議会の設立を問
協議会を立ち上げ検討する町長

佐
々
木　
誠

　
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
は
サ
ー
ク
ル

活
動
や
各
種
検
診
、
図
書
室
利
用
、

カ
ラ
オ
ケ
等
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、

町
民
が
様
々
な
形
で
利
用
し
訪
れ
る

豊
富
町
の
中
心
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
日
頃
、
定
住
を
利
用
さ
れ
て
い
る

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
、

定
住
の
裏
に
児
童
公
園
が
あ
れ
ば
、

定
住
を
利
用
す
る
と
き
に
屋
内
だ
け

で
な
く
外
で
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
、

　平成 29年６月に開催された第２回定例会で、佐々木誠議員
が「児童公園の設置について」一般質問をしておりますので、一部ご紹介します。

定
住
が
利
用
し
や
す
く
な
る
と
ご
意

見
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
裏
の
空
き
地

の
有
効
利
用
と
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用

拡
大
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
外
で

の
び
の
び
と
遊
べ
る
児
童
公
園
の
設

置
を
検
討
い
た
だ
き
た
く
、
町
長
の

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町　
長

　
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
裏
の
児
童
公

園
の
設
置
の
ご
要
請
に
つ
き
ま
し
て

は
、
施
設
の
利
用
拡
充
や
、
子
育
て

支
援
と
い
う
意
味
か
ら
も
必
要
と
考

え
ま
す
の
で
、
施
設
の
運
営
に
関
係

す
る
方
や
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
利

用
さ
れ
る
保
護
者
の
方
の
ご
意
見
を

伺
い
、
冬
期
間
の
管
理
の
方
法
も
重

ね
合
わ
せ
な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

PICK U
P
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議会の出前懇談会

魅力のある公園づくりへ

■開 催 日
■参加議員

令和５年７月10日
千葉久、竹中隆浩、小笠原照美、
水戸部正博、佐々木政義、鎌倉和雄

　豊富保育園父母の会より議会の出
前懇談会にご応募いただき、「子ども
たちが集う魅力ある公園を！」をテーマ
に懇談会を行いました。

豊富町の公園の現状は？豊富町の公園の現状は？
　遊具を伴う公園は、遊具の経年劣化により次々と撤去され、現在では１町内団地、４町内
団地、自然公園内の３カ所のみとなっています。
　また、定住支援センター「ふらっと★きた」には、室内遊具の「ふれあい広場カンガルー」
があるほか、外には子どもが裸足で走り回れる人工芝を設置しています。

▶定住支援センター
「ふらっと★きた」内に
ある室内遊具「ふれあ
い広場カンガルー」

▶豊富保育園父母の
会との議会の出前懇談
会の様子

◀自然公園に設置され
ている遊具

　６月定例会・９月定例会で、町民の憩いの場の創出を求めた公園の設置について町
長へ伺いました。
　６月定例会では「公園のあり方や、定住支援センターへの一元化
については様々な意見があるため、多くのご意見を伺い検討す
る。」との回答を得られました。
　６月定例会の一般質問の詳細は議会とよとみ244号を、９月定例
会での一般質問の詳細は本号Ｐ９をご覧ください！

こちらもご覧ください！
【議会とよとみ244号】

▼

公園の設置について
一般質問をしました！

３番　竹中隆浩 議員

私が質問しました！

　豊富町議会では、町民皆様の団体やグループ等の申し出により意見交換し、議
会活動に反映させることを目的とした「議会の出前懇談会」を開催しております。
　豊富町に対する皆様のご意見を、ぜひ議員へお聞かせください！

こちらもご覧ください！
【議会の出前懇談会】

▼

議会の出前懇談会募集
中！
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　大きなお友達がいると遊べない
子どもたちもいるので、年齢に合
わせた遊具を作ってほしいです。

年齢に
合わせた遊具を！

年齢に
合わせた遊具を！

　自然公園は自然が豊かで
素晴らしいですが、熊の目

撃情報もあるため奥の
遊具まで遊びに行くに
は怖くて利用しづらい
です。

自然は
豊かだけど…
自然は

豊かだけど…
　小さな公園を町内に点在
させるのではなく、定住支
援センター裏に大きな遊具
を一つ作れば、天気の良い
日にはたくさん遊べるほか
に、施設内にはトイレもあり、
雨が降れば室内で遊べて、
利用しやすいと思います。

一か所に
大きな公園を！
一か所に

大きな公園を！

　遊具が古いままだと、遊具を大
切にしようという気持ちが薄れ、
危険な遊び方をする子どももいま
す。子どもたちが安心して遊べる
遊具の設置をお願いしたいです。

古い遊具の
ままだと危険…
古い遊具の

ままだと危険…

議会の出前懇談会

子どもたちが集う魅力の ある公園を！
ここでは、懇談会の中で保育園父母の会の皆様から出されたご意見を一部ご紹介いたします。

　現状の豊富町は、公園の遊具が老朽化し、子どもたちの安全を考えて取り外し等が行われ
てきましたが、公園の遊具を無くすという事は、公園の安全性を高めるだけではなく、同時に
子どもたちの遊び場を奪うことになると思います。大人には、子どもたちの安全のため工夫を
こらす義務はあっても、子どもたちから遊び場を奪う権利はないと思いますので、老朽化した
遊具をすぐ取り外すのではなく、事故が無いよう取り換えるなど、子どもたちの遊び場を守っ
ていく必要があると、父母の切実なご意見を伺い痛感いたしました。

　公園は子どもの遊び場であり町民の憩いの場であります。「子供たちが集う魅力ある公園」
をテーマに父母の会の皆さんの生の声を聴きました。
　町内には子どもの遊び場がなく、町外へ行きたいが交通手段もない。また、公園がないため
子どもや保護者の交流ができないなど、当事者でなければ分からないことがありました。
　子どもは地域の宝です。今回の懇談会で改めて公園の必要性を感じましたので、今後も行
政に訴えていきたいと思います。

小笠原議員［感　想］ 竹中議員［感　想］

　なるべく外でも元気に遊んで体力を
つけてほしいですが、公園がないので
町外に行くことが多いです。
　人気のある公園が
できれば、豊富町の小
さな観光名所にもな
ると思います。

外でも
遊んでほしい！

外でも
遊んでほしい！

　定住支援センターの裏に人工芝
を張っていますが、子どもが遊ぶ
には人工芝だけでは不
十分なので、遊具が
あればもっと楽しめる
　と思います。

人工芝だけ
じゃなくて遊具も！
人工芝だけ

じゃなくて遊具も！
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議会レポート

議会レポート

町議会議員による高校生議会事前サポート授業を実施しました！

町議会議員による高校生議会事前サポート授業を実施しました！

町議会議員による高校生議会事前サポート授業を実施しました！

議会広報研修会に参加しました！
議会広報研修会に参加しました！
議会広報研修会に参加しました！

議会レポート

［参加議員　計 6名］
・千葉久・鎌倉和雄
・竹中隆浩・小笠原照美
・水戸部正博・佐々木政義

　
７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
、「
町
議
会
議
員
に
よ
る
高
校
生
議
会

事
前
サ
ポ
ー
ト
授
業
」に
６
名
の
議
員
が
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
こ
の
授
業
で
は
、９
月
13
日
開
催
の「
高
校
生
議
会
」を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、高
校
生
と
議
員
が
事
前
に
交
流
を
行
い
、質
問

内
容
を一緒
に
考
え
な
が
ら
質
問
通
告
書
を
作
成
し
た
ほ
か
、授

業
の
後
半
で
は
議
員
が
町
執
行
部
役
を
、生
徒
が
議
員
役
を
務

め
て一般
質
問
の
模
擬
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
開
か
れ
た
高
校
生
議
会
の
様
子
は
、次
号
の
議
会
と

よ
と
み
２
４
６
号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

［参加議員　計 5名］
・千葉久・鎌倉和雄
・竹中隆浩・水戸部正博
・佐々木政義

　
８
月
17
日
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
、議
会
広
報
研
修
会
に
５
名

の
議
員
が
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一般
社
団
法
人
自
治
体
広
報
広
聴
研
究
所　
代
表
理
事・広
報

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
金
井
茂
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
伝
わ
る
議
会

報
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
」と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、研
修
会
の

後
半
で
は
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
、今
年
度
は
、当
別
町
、共

和
町
、比
布
町
、上
川
町
の
広
報
を
用
い
な
が
ら
、誌
面
の
レ
イ
ア

ウ
ト
や
写
真
の
配
置
な
ど
に
対
し
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
が
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
議
会
広
報
誌
と

な
る
よ
う
本
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
議
会
と
よ
と
み
に
活
か
し
、

多
く
の
方
に
議
会
の
活
動
が
広
く
伝
わ
る
よ
う
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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議会を傍聴して
みませんか

［豊富町議会事務局］
〒098-4110　北海道天塩郡豊富町大通６丁目
TEL 0162-73-1755　FAX 0162-82-2806

　議員は議場でどんな発言をしているのか。どんなま
ちづくりを考えているのか。今後の町の方向性を直接
聞くことができるいい機会です。ぜひ、お越しください。

次回定例会は

（6月中旬開催予定）

12月で
す

高校生の声
豊富町を住み続けたい
町にするために

豊富町を住み続けたい
町にするために増田 莉子さん

豊富高校2年生

中学生の声
豊 富 町 に 一 言 ！豊 富 町 に 一 言 ！ 岳上 晃己さん

豊富中学校2年生

　私は、長い間豊富町に住んでいます。町民だか
らこそ気づいた良

いところや足りないなと思ったことを紹介したい
と思います。

　まず、良いと思ったところは、自然が豊かなこと
です。

　湿原センターでは、季節によって様々な花を見る
ことができます。

６月下旬頃にはエゾカンゾウが咲き、エゾカンゾ
ウの花期が終わる

とノハナショウブやタチギボウシなどの紫色の花
が咲き始めます。

他にもたくさんの花が咲いており、きれいなのが
豊富町の良いとこ

ろだと思います。
　次に、物足りないと思ったところは、公共施設

が少ないところで

す。スポーツセンターを使おうと思っても両面使わ
れているこ

とが多いので、増やしてほしいと思います。公共施
設を増や

せば、町民の交流の機会を増やせるので、よりにぎ
やかな

町になると思います。

　自然豊かな豊富町。温泉地区の地下には、まだ 273年分もの天然ガスが埋まっており、これからどんどん進んでいく風力発電もあり、自然豊かな豊富町から自然が豊かでエネルギーに満ち溢れた豊富町になりつつあると思います。しかし、不満な点も少しあります。　一つは、生活必需品を買えるお店が少ないことです。これについては、人口が増えたらお店が増えると思うので、今後の豊富町に期待したいと思います。
　二つ目は冬になると歩道の雪が多すぎて歩きづらくなることです。国道の歩道はよく除雪されていて歩きやすいのですが、道道・町道になるにつれて除雪が間に合っていないなと思うことが多々あります。１月に入ると車道を歩かなければならない日もあります。車の通りが少ない道路であればなんとかなるのですが、車の通りがそれなりにある道ではスピードを出している車も見かけます。危険なので、もう少し歩道にも目を向けてくれたらと思います。

議会とよとみ244号の訂正とお詫び
　議会とよとみ244号の内容に一部誤りがございました。
　P16「高校生の声」に「定住には映画の貸し出しや勉強スペースがあります」と記載がありますが、定住支援センターでは映画の貸し出しは行っておらず、定住
支援センター内のDVD鑑賞コーナーにて映画を視聴できることとなっておりますので、お詫びして訂正申し上げます。


